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昭
和
二
十
九
年
度
 

施
 
政
 
に
 
就
 
て
 

村
 
長
 

松
 

井
 

肝
 
太
 

昭
和
二
十
八
年
度
は
、
未
曽
有
の
水
害
 

発
生
に
よ
り
、
農
業
関
係
施
設
復
旧
に
或
 

は
補
助
獲
得
に
又
、
数
次
の
県
並
び
に
中
 

央
関
係
の
査
定
に
多
忙
を
極
め
ま
し
た
が
 

一
方
中
線
道
路
第
二
期
‘
一
事
施
行
或
は
、
 

中
学
校
施
設
充
実
叉
、
消
防
ポ
ン
ブ
購
入
 

衛
生
方
面
で
は
赤
痢
患
者
の
続
発
等
あ
り
 

ま
し
て
、
昭
和
二
十
八
年
度
予
暮
愛
「
回
 

提
加
の
追
加
予
算
で
本
べ
七
一
Q

ーハ 

九
一
円
と
な
り
、
昭
和
二
十
七
年
度
最
終
 

予
算
よ
り
一
】
、
三
六
一
、
〇
五
八
円
、
 

二
二
％
の
増
加
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
議
 

会
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
是
等
の
事
業
も
 

着
大
所
期
の
目
的
を
達
し
得
よ
し
た
事
を
 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
て
 

昭
和
一
一
＋
九
年
度
通
常
予
算
村
会
に
あ
 

た
り
ま
し
て
村
畏
ン
」
し
て
施
政
の
重
点
を
 

述
べ
た
い
と
存
じ
ま
T
。 

御
嘱
の
通
り
、
雫
の
社
会
情
勢
よ
 

り
国
家
に
於
て
も
一
」
背
（
内
の
緊
縮
予
算
 

が
く
ま
れ
、
国
民
に
耐
乏
生
活
を
要
望
し
 

て
お
り
ま
す
が
、
本
村
も
炭
坑
不
況
に
よ
 

り
、
村
税
も
相
当
額
の
減
収
が
予
柏
一
さ
れ
 

早
急
に
は
炭
界
好
転
も
望
み
薄
と
思
は
れ
 

ま
す
の
で
、
現
在
の
情
況
下
に
於
け
る
税
 

収
面
を
熟
考
い
た
し
ま
し
て
、
当
初
に
於
 

て
、
一
年
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
次
 

第
で
あ
り
ま
す
。
依
て
、
本
年
度
は
縛
来
 

の
補
正
予
算
関
係
は
止
む
を
得
ざ
る
支
出
 

以
外
は
極
力
抑
制
い
た
し
た
い
と
考
え
ま
 

・す． 大
体
昭
和
二
十
九
年
度
に
於
け
る
税
収
 

は
殆
ん
ど
全
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
 

即
ち
村
民
税
に
於
て
、
方
城
炭
坑
の
法
人
 

税
割
は
皆
無
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
個
人
 

一
O
O
万
円
、
時
別
徴
収
六
〇
O
万
円
、
 

計
七
O
〇
万
円
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
．
 

固
定
資
薦
税
は
大
体
一
干
八
年
度
と
変
り
 

な
く
一
、
一
〇
三
万
円
、
車
税
四
〇
八
千
 

円
、
懲
丸
ガ
ス
税
八
〇
万
円
、
鉱
産
税
八
 

五
〇
万
円
の
見
込
で
あ
り
ま
す
が
、
大
体
 

こ
の
程
度
は
確
保
出
来
る
見
込
み
で
あ
り
 

ま
す
。
 

村
税
収
合
計
二
七
、
七
天
、
五
一
一
 

円
と
な
り
ま
す
．
只
今
国
会
で
審
議
中
の
 

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
法
人
税
の
一
部
 

村
民
税
の
一
部
が
県
民
税
と
な
り
、
煙
草
 

消
費
税
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
す
と
、
本
 

村
」
は
大
体
差
引
十
万
円
程
度
の
増
徴
と
な
 

り
ま
す
。
 

地
万
財
政
平
衡
交
付
金
は
昭
和
一
一
十
八
 

年
度
に
於
て
、
普
通
平
衡
変
付
金
一
四
八
 

トー 
繊・F
一 

万
円
、
特
別
平
衡
交
付
金
二
四
〇
万
円
、
 

合
計
三
八
八
万
円
の
変
付
を
う
け
る
事
に
 

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
初
の
昭
和
二
十
 

七
年
度
二
五
八
万
円
程
度
と
予
定
い
た
し
 

て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
相
当
額
増
額
さ
 

れ
ま
し
て
非
常
に
嬉
ん
で
お
る
次
第
で
あ
 

り
ま
す
、
 

本
年
度
に
於
て
は
一
応
昨
年
当
初
通
り
 

一
五
O
万
円
見
込
み
ま
し
た
。
繰
越
金
は
 

大
体
二
五
〇
万
円
位
と
予
想
い
た
し
て
お
 

り
ま
す
。
其
の
他
国
、
県
の
補
助
金
や
雑
 

収
入
は
大
体
二
十
八
年
度
と
変
り
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

以
上
の
財
源
か
ら
み
ま
し
て
昭
和
二
十
 

九
年
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
 

二
十
九
年
度
の
重
点
〉
翼
〈
は
幹
線
道
路
第
 

三
期
工
事
費
一
大
O
万
円
、
消
防
ポ
ン
プ
 

購
入
費
一
四
〇
万
円
、
J

伊
方
小
学
校
第
一
一
 

教
棟
改
築
費
一
、
」
O
〇
万
円
を
計
上
い
 

た
し
ま
し
た
．
 

幸
い
議
会
の
協
賛
を
得
ま
す
れ
ば
、
是
 

が
事
業
実
施
に
最
善
の
努
力
を
傾
注
し
た
 

い
と
考
え
ま
す
。
 

伊
方
小
学
校
改
築
費
「
、
二
〇
〇
万
円
の
 

財
源
は
七
〇
〇
万
円
を
村
債
、
四
二
六
万
 

円
を
特
別
鉱
害
復
旧
補
助
金
、
七
六
万
円
 

を
一
般
財
源
で
実
施
い
た
し
た
い
と
考
え
 

て
い
ま
す
。
 

本
村
は
従
来
村
債
の
一
銭
も
な
い
事
を
 

誇
り
と
い
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
述
の
 

財
政
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
関
係
予
 

算
や
一
般
事
業
の
縮
少
は
自
治
振
興
並
び
 

に
産
業
《
」
震
上
、
村
政
の
】
」
縮
と
考
え
ま
 

し
て
極
力
さ
け
ま
し
た
関
係
上
、
止
む
を
 

得
な
い
仕
儀
と
な
り
ま
し
た
。
 

土
木
関
係
で
は
昨
年
発
生
の
水
害
復
田
 

工
事
の
完
成
に
重
点
を
置
き
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
幸
い
本
村
は
災
害
指
定
町
村
と
な
 

り
国
庫
補
助
も
九
割
の
高
率
補
助
を
獲
得
 

い
た
し
ま
し
た
の
で
補
助
金
の
早
期
交
付
 

と
専
業
完
成
に
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
 

ま
す
。
 

普
通
土
木
関
係
で
は
本
村
は
文
化
村
と
 

し
て
天
下
に
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
事
は
非
 

常
に
嬉
ば
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
道
路
 

の
悪
い
事
が
頭
痛
の
種
で
あ
り
ま
す
。
何
 

分
岳
唆
起
伏
し
且
土
質
の
関
係
上
非
常
に
 

悪
い
条
件
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
改
良
 

よ
り
路
面
の
改
善
に
万
全
を
期
し
た
い
と
 

思
い
ま
す
、
是
に
関
し
ま
し
て
は
土
木
委
 

員
の
皆
様
と
も
相
談
い
た
し
ま
し
て
、
相
 

当
額
の
道
路
費
の
追
加
も
止
む
を
得
ぬ
も
 

の
と
考
え
ま
す
。
 

公
民
館
富
業
、
社
会
教
育
、
産
業
経
済
 

等
に
つ
き
ま
し
て
は
大
体
平
年
と
変
り
な
 

く
実
質
本
位
と
い
た
し
ま
し
て
、
当
初
計
 

画
予
算
に
て
極
力
万
全
を
期
し
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

本
村
農
林
業
の
振
興
は
村
百
年
の
大
計
上
 

必
須
の
事
項
で
あ
り
ま
す
が
、
御
承
知
の
 

如
く
石
炭
資
源
に
は
限
り
お
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
の
で
、
本
年
か
ら
広
大
な
原
野
の
 

緑
化
に
重
点
を
置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
 

す
。
是
が
た
め
に
は
県
の
造
林
補
助
事
業
 

に
よ
る
民
有
林
の
植
林
と
県
行
造
林
の
実
 

施
が
最
も
得
策
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
 

は
特
に
県
行
造
林
促
進
の
一
助
と
し
て
八
 

万
六
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
 

其
の
他
家
畜
導
入
馬
粛
農
等
畜
産
関
係
 

に
も
極
力
重
点
を
置
き
た
い
と
考
え
ま
す
 

国
民
健
康
保
険
〉
違
未
は
昨
年
給
付
を
開
 

始
い
た
し
ま
し
た
が
、
お
蔭
様
で
非
常
に
 

順
調
に
発
展
し
て
い
ま
す
．
本
年
は
一
層
 

村
民
の
利
便
と
要
望
に
こ
た
え
ま
し
て
診
 

療
所
の
病
棟
拡
充
を
い
た
し
た
い
と
予
算
 

二
二
五
万
円
を
特
別
会
計
に
計
上
い
た
し
 

ま
し
た
。
こ
れ
が
た
め
一
般
会
計
よ
り
本
 

年
も
一
五
〇
万
円
の
繰
入
れ
を
見
込
み
ま
 

し
た
。
 

以
上
大
体
私
の
施
政
を
申
し
あ
げ
ま
し
 

た
が
、
特
に
伊
方
校
第
一
一
教
棟
の
改
築
、
 

幹
線
道
路
の
完
成
、
植
林
事
業
の
奨
励
、
 

国
保
病
棟
の
新
築
等
は
最
重
点
に
最
大
の
 

努
力
を
傾
注
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

昭
和
二
十
九
年
度
当
初
予
算
総
額
五
四
 

、
一
五
一
、
三
四
六
円
を
計
上
提
出
い
た
 

し
ま
し
た
が
、
宜
敷
く
御
磐
議
下
さ
い
ま
 

し
て
原
案
の
通
り
御
認
定
下
さ
る
事
を
切
 

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

尚
提
出
議
案
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
 

並
び
に
御
質
疑
の
点
は
助
役
或
は
係
主
任
 

を
し
て
懇
切
に
説
明
い
た
さ
せ
ま
す
。
 

村
 
議
 
会
 

三
月
十
一
日
、
村
議
会
に
提
出
さ
れ
た
 

昭
和
一
一
十
九
年
度
方
城
村
歳
入
出
当
初
予
 

算
（
案
）
 

歳
 

入
 

一
、
村
税
（
普
通
税
）
 

一
一
七
、
七
一
一
六
、
五
一
一
円
 

二
、
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
 

一
、
五
〇
O
、
O
〇
〇
円
 

」i
、
公
営
企
業
及
財
産
収
入
 

四
、
五
〇
〇
円
 

四
、
使
用
料
手
数
料
 

一
、
九
〇
一
、
〇
〇
〇
円
 

五
、
国
庫
支
出
金
 

一
一
、
一
六
五
、
一
四
再
 

六
、
県
支
出
金
 

九
三
八
、
八
四
三
円
 

七
、
寄
附
金
 

五
七
二
、
二
五
〇
円
 

八
、
繰
越
金
 

一
、
O
O
〇
、
O
O
O
円
 

九
、
雑
収
入
 

」
西
三
、
一
O
O
円
 

一
〇
、
村
債
 
七
、
（
×
）
〇
、
O
〇
〇
円
 

歳
入
合
計
 
五
四
、
一
五
一
、
一
」
四
六
円
 

歳
 

出
 

一
、
議
会
費
 

一
、
八
八
ニ
、
大
六
一
円
 

二
、
役
場
費
 
八
、
九
一
八
、
一
六
六
円
 

ー
職
員
費
 
七
、
五
七
九
、
四
二
〇
円
 

2
営
繕
費
 

五
〇
、
O
〇
〇
円
 

3
諸
 
費
 

一
、
一
九
二
、
七
四
六
円
 

d
末
（
員
費
 

九
穴
、
O
〇
〇
円
 

三
、
警
察
消
防
費
 

、 

二
、
二
五
五
、
四
〇
〇
円
 

1
消
防
費
 

一
、
九
一
七
、
六
〇
〇
円
 

2
警
察
費
 

・ 

二
三
七
、
八
〇
〇
円
 

3
諸
 
費
 

一
〇
〇
、
〇
O
〇
円
 

四
、
土
木
費
 

一
Q

五
四
五
、
一

KU
〇
円
 

1
道
路
橋
梁
費
 

／
二
、
五
八
五
、
〇
〇
〇
円
 

ロ
河
川
費
 

一
O
O
、
O
O
O
円
 

3
農
業
土
木
費
 

五
、
O
二
五
、
〇
〇
O
円
 

4
特
別
鉱
申
「
復
旧
費
 

二
、
）
ど
九
、
二
O
〇
円
 

5
諸
 
費
 

一
一
一
六
、
O
O
〇
円
 

五
、
教
育
費
 

一
九
、
四
一
二
、
九
二
一
円
 

1
教
育
委
員
会
費
 一

一
八
一
、
四
〇
〇
円
 

2
委
員
会
事
務
局
費
 

七
二
五
、
〇
一
五
円
 

3
伊
方
小
学
校
費
 

一
三
、
八
五
五
、
五
〇
〇
円
 

d
弁
城
小
学
校
費
 七

五
〇
、
三
一
九
円
 

5
方
城
中
学
校
費
 

一
、
六
六
一
、
九
〇
〇
円
 

6
公
民
館
費
 

一
、
三
七
四
、
六
四
七
円
 

7
図
書
館
費
 

二
二
〇
、
O
〇
〇
円
 

8
青
年
学
級
費
 
五
五
四
、
一
四
〇
円
 

六
、
社
会
労
働
施
設
費
 

、
 

四
、
二
三
八
、
二
一
〇
円
 

1
生
活
保
護
費
 

一O
〇
、
〇
〇
〇
円
 

2
民
生
委
員
費
 

五
六
、
九
O
O
円
 

3
児
童
福
祉
費
 

三
、
九
九
九
、
一
四
〇
円
 

4
社
会
福
祉
事
業
費
 八

二
、
一
）
ど
円
 

七
、
保
健
衛
生
費
 

二
、
七
六
〇
、
七
穴
六
円
 

1
健
民
費
 

一
、
五
二
一
、
二
〇
〇
円
 

2
伝
染
病
予
防
費
 一

四
七
、
五
〇
〇
円
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3
鼠
族
昆
m
（
駆
除
ル
 ‘

八
三
、
O
（
又
）
円
 

4
斤
築
病
院
費
 
四
七
八
、
四
〇
O
円
 

5
結
核
予
防
費
 

一
三
一
、
一
六
六
円
 

6
畜
犬
登
録
費
 

八
、
（
又
×
）
円
 

7
予
防
接
種
費
 

一
六
九
、
五
〇
〇
円
 

8
火
葬
場
費
 

一
一
」
一
、
〇
〇
O
円
 

八
、
産
業
経
済
費
 一

、
六
〇
四
、

三
」
じ
円
 

ー
農
業
委
員
会
費
 六

二
九
、
七
六
〇
円
 

2
農
業
会
館
費
 
四
七
三
、
〇
七
〇
円
 

3
農
業
費
 

五
〇
一
、
五
O
O
円
 

九
、
地
方
振
興
費
 

一
、
一
五
五
、
二
O
O
円
 

一
〇
、
財
産
費
 

七
〇
三
、
〇
O
O
円
 

ー
基
本
財
産
造
膚
翰
「
三
、
五
O
〇
円
 

2
開
産
管
理
費
 
大
九
九
、
誠
O
O
円
 

．
、
統
計
調
杏
菱
 
二
〇
、
八
〇
〇
円
 

ー
農
業
統
計
費
 

一
一
、
〇
O
O
円
 

2
商
工
統
計
費
 

一
、
八
O
〇
円
 

3
人
口
調
査
費
 

九
、
二
O
〇
円
 

4
教
育
統
計
費
 

ノ
ー
、
三
8
円
 

5
諸
 
費
 

六
、
五
O
O
円
 

一
ニ
．
選
挙
費
 

一
三
九
、
〇
O
〇
円
 

1
選
挙
管
理
委
員
会
費
 

九
一
一
、
五
O
〇
円
 

2
農
業
委
員
会
選
挙
費
 

四
六
、
五
O
〇
円
 

一
「
べ
公
績
費
 

｛
ハ
〇
、
〇
O
〇
円
 

一
四
、
諸
支
用
金
 

一
四
五
、
六
九
一
再
 

一
五
、
〉
「
備
費
 

」
6
〇
、
（
×
）
〇
円
 

歳
田
合
計
 
五
四
、
一
五
一
、
三
四
六
円
 

村

議

会

の

 今

昔

 

高
 

津
 

久
 

雄
 

利
議
会
の
A
ユm

と
題
し
た
が
、
そ
う
遠
い
 

昔
の
村
議
会
を
云
う
の
で
わ
な
い
。
昭
和
 

十
年
頃
か
ら
昭
和
二
十
年
頃
の
こ
と
だ
之
 

思
う
。
役
場
の
或
る
一
人
が
近
頃
の
村
会
 

に
於
け
る
議
論
の
旺
な
る
こ
と
や
、
議
案
 

審
議
の
様
子
が
伸
た
厳
し
く
、
当
局
者
間
 

に
心
配
そ
う
な
ヒ
ソ
》
、
話
が
時
た
行
わ
 

れ
る
の
を
見
て
、
今
の
執
行
部
は
正
直
過
 

ぎ
て
や
り
方
が
下
手
で
あ
る
か
ら
、
い
ら
 

な
い
こ
と
監
見
」
折
っ
て
そ
の
上
幾
日
も
 

会
議
が
す
ま
な
い
の
だ
．
昔
の
村
会
は
特
 

別
の
事
の
な
い
限
り
大
抵
一
日
で
終
っ
た
 

も
の
だ
。
当
局
の
議
案
説
明
が
終
っ
て
、
 

そ
ろ
・
く
質
問
に
入
る
頃
と
も
な
れ
ば
、
 

階
下
で
は
早
主
廻
し
に
宴
会
の
進
備
が
進
 

め
ら
れ
、
う
ま
そ
う
な
料
理
の
匂
い
を
ブ
 

ン
ノ
、
さ
せ
た
も
の
だ
。
そ
っ
宮
勾
と
、
 

議
員
諸
公
、
心
も
ウ
ツ
ロ
に
も
う
大
抵
で
 

切
上
げ
よ
う
と
云
う
調
子
で
、
議
事
の
進
 

行
も
早
く
、
諸
事
提
案
の
通
り
別
に
今
の
 

様
に
六
ケ
敷
し
い
議
論
も
な
く
議
決
さ
れ
 

た
も
の
だ
。
や
り
方
が
悪
い
議
貴
に
は
飲
 

ま
せ
る
に
限
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
叉
そ
 

う
し
た
当
時
の
事
実
を
識
者
中
に
背
定
す
 

る
人
も
多
い
。
な
る
程
其
の
時
代
と
し
て
 

は
、
当
局
も
、
議
員
も
、
そ
れ
が
最
も
よ
 

き
村
会
運
営
の
方
法
で
あ
り
、
叉
村
民
も
 

そ
れ
を
村
会
の
あ
り
方
と
し
て
、
是
認
し
 

た
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
う
し
て
、
他
の
万
で
 

は
、
今
も
尚
そ
う
し
た
や
り
方
で
無
難
を
 

誇
る
町
村
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
、
が
、
 

今
日
の
方
城
村
の
場
合
、
村
議
会
対
執
行
 

部
の
関
係
に
於
て
、
斯
る
手
段
方
法
に
依
 

っ
て
議
員
が
、
当
局
の
意
の
侭
に
動
＜
も
 

の
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
村
 

議
会
を
余
り
に
も
無
能
視
し
た
言
葉
と
な
 

ろ
う
。
叉
村
議
会
が
意
識
の
上
に
於
い
て
 

御
馳
走
手
段
に
捉
わ
れ
て
、
議
案
の
審
議
 

を
怠
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
 

は
、
村
民
代
表
の
職
貞
を
申
り
冒
涜
す
る
 

、

」

 

も
の
で
あ
る
と
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
 

そ
う
し
た
事
は
、
過
ぎ
た
昔
の
事
で
あ
っ
 

て
、
今
日
の
方
城
村
議
会
に
於
い
て
は
、
 

絶
）
刈
に
箕
の
心
配
は
な
い
よ
う
だ
。
 

今
の
村
会
に
於
い
て
の
議
案
審
議
の
有
様
 

を
見
る
と
、
初
め
に
当
局
の
提
案
に
対
す
 

る
詳
細
な
る
説
朋
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
 

に
続
い
て
鋭
い
質
問
が
繰
返
さ
れ
る
。
当
 

局
の
意
兄
を
充
分
に
札
し
た
る
後
、
議
案
 

は
委
員
会
附
託
と
な
る
、
第
一
部
、
第
一
一
 

部
及
第
三
部
の
各
委
員
会
に
於
い
て
審
議
 

さ
れ
た
案
は
、
更
に
総
会
委
員
会
の
姐
上
 

に
上
さ
れ
る
。
此
処
で
自
田
討
議
の
形
で
 

議
員
相
互
間
の
忌
禅
な
き
意
見
の
変
換
が
 

行
わ
れ
る
。
斯
く
し
て
議
会
と
し
て
の
修
 

正
意
見
又
は
賛
成
意
見
が
纏
め
ら
れ
る
。
 

其
の
後
に
於
い
て
、
議
決
に
移
る
と
云
う
 

段
取
り
で
、
村
会
も
当
局
も
全
智
、
全
力
 

を
挙
げ
て
の
審
議
で
あ
る
。
昔
の
村
会
を
 

知
っ
て
い
る
人
麦
に
は
、
全
く
今
昔
の
感
 

あ
り
と
云
う
所
で
あ
ら
う
。
村
会
の
あ
り
 

方
と
し
て
、
斯
く
て
こ
そ
初
め
て
村
民
の
 

信
頼
に
依
る
負
托
に
応
え
得
る
も
の
と
考
 

え
た
い
。
然
し
何
事
も
時
代
だ
と
之
を
軽
 

く
番
過
さ
れ
る
こ
と
に
は
賛
成
し
が
た
い
 

元
来
村
議
会
が
村
民
の
代
表
者
を
以
っ
て
 

構
成
さ
れ
、
村
会
に
於
い
て
、
村
民
の
総
 

意
と
し
て
の
意
思
が
決
定
さ
れ
る
村
民
の
 

最
高
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
こ
と
に
思
 

い
を
致
せ
ば
、
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
る
諸
 

案
件
が
各
議
員
の
持
つ
全
能
力
を
傾
注
し
 

て
審
議
さ
れ
る
こ
と
が
、
当
然
の
こ
と
で
 

な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
昔
も
今
も
変
 

っ
た
こ
と
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
村
会
に
 

於
け
る
議
論
の
旺
な
る
こ
と
は
要
す
る
に
 

議
員
紫
質
の
向
上
に
伴
う
、
村
自
治
の
発
 

達
を
表
現
す
名
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
寧
 

ろ
歓
迎
す
ぺ
き
事
で
あ
っ
て
絶
対
に
回
避
 

す
べ
き
事
で
は
な
い
と
思
う
。
筆
者
は
、
 

現
在
の
利
会
の
壁
議
の
あ
り
か
た
を
称
賛
 

し
た
い
。
村
会
に
与
え
ら
れ
た
名
督
の
為
 

に
、
叉
村
会
の
権
威
の
為
に
、
各
議
員
の
 

愛
村
育
成
の
熱
烈
な
る
議
論
が
公
正
、
明
 

朗
に
、
然
か
も
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
、
 

現
村
会
を
紹
介
し
た
い
一
念
か
ら
、
敢
え
 

て
此
の
記
事
を
書
い
た
。
只
惜
し
む
ら
く
 

は
、
今
血
“
も
、
村
民
の
村
会
傍
聴
者
の
 

少
い
一
．
事
で
あ
る
。
 

納
税
強
調
月
間
中
間
報
告
 

去
る
三
月
一
日
よ
り
三
月
末
日
迄
を
村
税
 

完
納
強
調
月
間
と
し
て
皆
様
に
御
協
刀
願
 

っ
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
二
月
末
 

日
現
在
で
昭
和
二
十
八
年
度
固
定
資
産
税
 

八
二
％
二
、
村
民
税
七
六
％
八
で
あ
り
ま
 

し
た
の
が
、
納
税
者
各
位
の
絶
大
な
る
御
 

一
 
」
 鷲

 

一

一

 

破
 

「
 

協
力
に
依
り
ま
し
て
、
三
月
二
十
日
現
在
 

で
左
記
の
通
り
の
成
績
を
収
め
、
後
一
息
 

と
云
う
処
迄
参
り
ま
し
た
の
で
、
一
応
御
 

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
月
間
も
後
余
 

す
処
数
日
と
な
り
ま
し
た
。
米
納
者
は
此
 

の
翻
同
内
に
完
納
す
る
様
御
努
力
願
い
ま
 

す。 
習
内
に
税
金
を
完
納
さ
れ
ま
す
と
、
各
 

納
税
組
合
の
完
納
額
の
一
割
が
奨
励
金
と
 

し
て
還
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
奨
励
金
を
獲
 

得
す
る
様
各
未
納
者
の
方
は
既
に
税
金
を
 

完
納
さ
れ
た
組
合
員
の
方
に
御
協
力
い
た
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

1
栄
え
る
村
に
滞
納
な
し
 

2
税
金
を
納
め
て
築
く
明
る
い
村
 

3
納
導
を
済
ま
せ
て
に
っ
こ
り
野
良
仕
事
 

昭
和
二
十
九
年
」
百
二
十
日
 

村
財
務
課
 

固定費産、 村 ・ ミ 税 ~ 
部落名 歩 合 I未納入員 歩 台 

)

 

1A 
0
0
0
0
5
 11 
1
5
4
9
 19 
0
 '

0

 0
L
4
5
 14 

19 

8
 11 
49 
1~
 ~
~
~
1
~
~
1
~
2
~
 ~. 

長 浦 

広 谷 

見 六 
丸 山 

中 原 

新門上 

新門下 

野添ヒ 

野添ド 
東古門 

中古門 

牟田々 
平 塚 

前 村 
書 丸 

清 先 

公園通り 

矢久保 
後谷L 

後谷ド 

局通り 

湯場通 

入幡町 
山の手 

岩 屋 

上弁城 
野 地 

新 町 
浄満寺 
久 六 

春 田 

迫 
宝 珠 

三本桧 

草 場 

83.1ち 
100 

100 

100 

92声 

74.1 

62 

93 

89.5 

90.7 

818 

78.7 

100 
100 

100 

92.5 

89.5 

86.5 

72.7 
70刃 

68.1 
56.6 

52.8 
58'4 

98.4 

97.9 

99.3 

97.4 
I加 

90.8 

96.6 

100 

92 

1加 

1加 

人
 

8
0
0
0
5
 12 

29 

8
9
 21 

25 

24 

0

0

0

4

4

9

 16 

25 

19 

14 

51 

7

1

5

1

6

~
 1~
 
6

~
4

~
~
 

0

%
 

S
 

2
3
7
3
 

7
2
 

1
3
6
7
 

5
9
 

8
 

1
 

8
 

9
6
. 1Q
0 

10
0 

10
0 

10
0 

9
0
.
.
 

p
3
.
.
 

9
6
' 8
9
. 9
7
 

7
7
. 6
4
.
,
 

10
0 

10
0 

10
0 

.9
7
. 9
1
.
.
 

5
4
.
,
 

7
7
.
'
 

9
3
 

6
8
. 4
2
. 4~ 9
7
. i
b
~ 1~
~
 

1~
~
 

9
8
.
2
 

1~
~
 

1~
～
 

器
 9
7
. 10
0 

1~
~
 

帰

米

報

告

 

畑
 

芦

馬

虎

雄

 

思
え
ば
既
に
ー
ケ
年
前
の
三
月
一
一
十
九
 

日
ブ
レ
ズ
ゼ
ン
ト
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
号
コ
ー
 

万
ト
ン
」
に
乗
っ
て
、
夢
に
見
て
い
た
ア
 

メ
リ
カ
に
渡
る
事
が
出
来
、
男
子
の
本
懐
 

是
に
過
ぎ
る
も
の
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
 

然
し
、
是
れ
に
依
っ
て
得
た
も
の
は
只
単
 

な
る
欣
び
だ
け
で
な
＜
、
そ
の
奥
底
に
潜
 

む
も
の
わ
緯
麦
と
迫
る
焦
慮
と
、
吾
A
日
 

本
人
の
深
刻
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
各
種
の
 

物
質
的
、
精
神
的
な
要
因
是
正
と
で
あ
っ
 

た
。
今
此
処
に
私
の
経
た
体
験
を
村
の
皆
 

様
に
報
告
す
る
事
は
、
何
等
か
の
型
で
お
 

役
に
立
つ
面
が
あ
る
の
で
わ
な
か
ら
う
か
 

、
各
号
に
順
留
追
っ
て
、
延
べ
る
事
と
致
 

し
ま
し
よ
つ
。
 

国
家
と
し
て
の
派
米
目
的
 

イ
、
ア
メ
リ
カ
農
法
会
得
 
ロ
、
日
米
親
 

善
 

ハ
、
日
本
人
口
問
題
の
解
決
ニ
、
海
 

外
進
出
気
運
の
醸
成
 
ホ
、
外
貨
獲
得
等
 

の
事
が
大
体
の
目
的
で
あ
り
、
此
の
事
業
 

が
、
前
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
州
の
ウ
オ
ー
レ
 

ン
州
知
事
の
呈
称
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
 

て
居
り
、
そ
れ
度
け
残
念
乍
ら
日
本
政
府
 

は
、
此
の
農
民
の
海
外
発
」
吐
等
と
言
う
事
 

に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
．
 

吾
大
が
第
一
に
考
え
な
く
て
わ
な
ら
ぬ
 

の
わ
、
農
村
潜
在
失
業
者
の
問
題
と
勢
 

人
口
の
捌
ロ
こ
そ
真
剣
に
考
慮
を
要
す
る
 

事
で
あ
ら
う
。
僅
か
四
、
五
反
の
田
畑
で
 

「
家
の
路
命
を
つ
な
い
で
ゆ
く
哀
れ
な
農
 



ー
 
、
 

4
・ 

、
 

4
・ 

【り aJ ー
 

報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

、
、
ノ
 

マ。 ノt 

民
生
活
だ
、
そ
し
て
私
も
そ
の
貧
困
農
家
 

の
一
子
弟
と
し
て
、
無
学
と
自
己
軽
蔑
の
 

感
覚
の
中
に
育
く
ま
れ
て
来
た
。
レ
ミ
ゼ
 

ラ
ブ
ル
な
農
民
の
切
な
る
希
い
、
是
が
私
 

の
直
接
の
渡
米
の
動
機
と
な
っ
た
。
思
う
 

に
過
去
の
貧
困
生
活
の
思
出
、
そ
れ
は
恰
 

も
昭
和
五
、
六
年
頃
の
農
村
不
況
時
代
で
 

六
人
の
子
供
の
悪
戯
盛
り
を
育
て
小
作
農
 

穴
反
余
、
父
母
の
老
苦
は
一
通
り
で
わ
な
 

か
っ
た
事
ガ
ら
っ
。
そ
し
て
私
も
尋
常
六
 

年
生
を
卒
業
し
た
。
最
后
の
修
学
旅
行
の
 

博
多
行
き
、
そ
の
旅
費
の
五
十
銭
が
な
い
 

為
に
、
教
室
に
只
二
、
三
人
取
り
残
さ
れ
 

て
過
し
た
、
か
の
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘
 

れ
ら
れ
な
い
、
悲
し
い
思
畠
、
世
の
中
に
 

は
案
外
斯
う
し
た
社
会
人
が
多
く
居
る
事
 

を
、
為
政
者
は
真
剣
に
考
え
て
い
る
で
あ
 

ら
う
か
。
亦
昨
年
の
冷
水
害
、
風
水
禍
で
 

東
北
で
は
農
家
の
娘
が
最
低
二
千
円
か
ら
 

最
高
三
万
円
で
売
ら
れ
て
行
っ
た
と
聞
＜
 

稗
と
麦
を
常
食
と
す
る
彼
等
に
は
、
」
死
ら
 

れ
て
も
美
昧
し
い
食
事
、
美
し
い
衣
裳
を
 

着
て
、
生
活
す
る
方
が
余
程
良
い
点
「
写
 

悲
惨
な
峯
考
只
貧
困
な
る
が
ゆ
え
に
、
 

無
学
な
る
が
ゆ
え
に
、
惨
め
な
豚
の
食
飼
 

に
劣
る
様
な
食
事
ゆ
え
に
「
農
は
国
の
大
 

本
な
り
」
と
は
果
し
て
誰
が
幸
昌
た
だ
ら
 

ー
っ
か
、
猶
百
姓
支
」
マ
っ
語
い
ん
の
中
に
暦
 

む
も
の
わ
、
総
べ
て
斯
う
し
た
生
活
が
映
 

し
出
さ
れ
て
、
う
ら
寂
し
い
撫
蔑
さ
れ
た
 

様
な
言
葉
と
し
て
聞
え
る
の
わ
、
独
り
私
 

の
み
で
あ
ー
ろ
ら
か
、
何
是
農
民
な
る
故
に
 

蔑
視
さ
れ
る
か
、
自
己
嫌
悪
に
陥
り
た
が
 

る
か
、
是
も
疑
問
の
ー
つ
で
あ
っ
た
。
猶
 

農
村
婦
女
子
の
闘
題
、
旦
『
体
的
な
農
法
実
 

体
把
握
、
ア
メ
リ
カ
の
総
合
的
交
化
に
対
 

す
る
憧
爆
、
私
の
心
中
に
夫
来
す
る
も
の
 

わ
、
米
知
の
世
界
の
構
図
で
あ
っ
た
。
 

掴
て
人
口
問
題
点
昌
え
ば
、
一
千
八
年
 

九
月
現
在
日
一
A

‘
パ
千
七
百
万
で
1

、町 

和
三
十
五
年
に
は
九
州
全
島
の
面
積
が
必
 

要
だ
と
の
事
、
一
年
に
五
十
余
万
の
自
然
 

増
加
で
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
一
億
を
超
 

え
る
事
を
考
え
る
と
、
只
簡
単
に
済
ま
さ
 

れ
そ
う
に
も
な
い
。
 

亦
二
十
七
年
の
国
民
総
所
得
は
、
百
一
一
 

十
億
円
だ
が
、
日
本
人
口
の
過
半
数
を
占
 

め
る
農
民
の
所
得
は
、
僅
か
に
そ
の
二
十
 

％
に
過
ぎ
な
い
、
事
実
士
地
は
、
八
五
％
 

が
山
獄
、
十
五
％
が
耕
地
で
、
而
も
天
災
 

地
変
が
多
く
、
人
口
密
度
は
ベ
ル
ギ
1
、 

オ
ラ
ン
ダ
に
つ
ぐ
日
本
で
、
耕
地
当
り
に
 

対
し
て
わ
、
将
に
世
界
一
で
あ
り
、
封
麓
 

的
な
徳
川
政
策
の
流
れ
が
今
だ
に
堕
勢
で
 

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
み
づ
ほ
の
国
と
言
 

は
れ
て
い
る
我
が
国
も
、
米
、
麦
一
辺
倒
 

に
反
省
の
時
機
が
来
て
い
る
の
で
は
な
か
 

ろ
う
か
、
そ
れ
で
は
果
し
て
農
民
一
人
が
 

他
の
人
を
何
人
養
う
事
が
出
来
る
だ
ら
う
 

か
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
十
六
名
、
 

ア
メ
リ
カ
で
娃
一
千
二
名
、
カ
リ
フ
オ
ル
 

ニ
ヤ
で
は
四
士
一
名
、
日
本
で
は
四
名
、
 

斯
う
考
え
て
見
る
と
日
本
の
農
民
の
道
は
 

非
常
に
苦
難
に
覆
は
れ
た
も
の
で
あ
り
、
 

今
こ
そ
宜
細
に
考
え
直
さ
る
可
き
で
な
か
 

巨
っ
か
。
で
は
私
の
参
り
ま
し
た
ア
メ
リ
 

カ
合
衆
国
の
カ
リ
フ
オ
ル
三
ヤ
と
は
何
ん
 

な
処
か
、
世
界
の
三
大
穀
倉
地
と
言
は
れ
 

ア
メ
リ
カ
第
一
の
農
業
生
産
高
を
示
し
、
 

広
さ
は
日
本
よ
り
広
い
、
人
口
は
日
本
の
 

約
八
分
の
ー
で
千
数
百
万
人
で
、
広
大
な
 

沃
野
（
例
え
ば
サ
ン
ノ
ー
キ
ン
バ
レ
ー
サ
 

ク
ラ
メ
ン
ト
バ
レ
ー
）
巾
八
十
余
里
、
長
 

」
」
』
一
一
百
里
余
も
有
り
、
北
は
亜
寒
帯
か
ら
 

温
帯
、
亜
熱
帯
地
力
に
至
り
、
各
種
の
産
 

物
は
素
晴
し
い
も
の
が
あ
る
。
 

雨
が
非
常
に
少
く
て
、
一
年
平
均
四
五
 

〇
ミ
リ
程
度
で
、
私
の
体
験
か
ら
四
月
か
 

ら
十
月
末
迄
に
僅
か
二
日
半
し
か
雨
が
降
 

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
為
夏
は
山
も
野
も
草
 

が
枯
れ
て
黄
色
に
な
っ
て
い
る
、
そ
じ
て
 

冬
に
雨
が
降
る
の
で
野
山
は
青
く
な
る
主
 

言
う
。
気
侯
は
七
月
の
最
高
気
温
百
五
度
 

最
低
二
五
度
で
雪
は
降
る
の
は
山
（
ロ
ッ
 

キ
山
脈
）
だ
け
で
、
大
洋
岸
で
は
年
中
六
 

月
頃
の
気
候
で
、
此
の
辺
り
で
は
、
作
物
 

（
野
菜
）
は
三
回
か
ら
八
回
位
収
穫
出
来
 

る
。
南
部
メ
キ
ツ
コ
国
境
か
ら
ロ
ス
ア
ン
 

ゼ
ル
ス
市
外
に
は
、
今
で
も
砂
漠
が
広
漠
 

と
拡
が
っ
て
、
 
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
西
部
劇
の
 

本
場
の
景
が
有
る
。
 

斯
う
し
た
雨
の
少
い
所
で
は
、
是
非
共
 

方
城
村
農
民
 

方
城
村
農
協
組
合
長
 

商
売
人
に
比
べ
て
収
入
が
少
な
い
の
で
、
 

白
姓
ほ
ど
つ
ま
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
苦
 

し
く
て
損
す
る
も
の
は
な
い
と
皆
の
百
姓
・
 

は
ロ
癖
の
様
に
云
い
ま
す
が
、
や
り
方
一
 

つ
に
依
り
ま
す
と
、
百
姓
ほ
ど
面
自
く
儲
 

か
る
も
の
は
な
い
と
、
篤
農
家
は
申
し
て
 

居
り
ま
す
。
 

農
家
は
苦
し
く
金
は
無
く
、
毎
日
麦
飯
を
 

喰
べ
て
行
く
の
が
関
の
山
と
云
う
の
わ
、
 

農
業
経
営
の
方
法
が
悪
い
か
ら
と
云
っ
て
 

居
り
ま
す
か
、
食
ぺ
る
ば
か
り
な
ら
犬
や
 

猫
で
も
毎
日
食
べ
て
い
っ
て
居
る
の
で
す
 

人
間
は
人
間
ら
し
く
生
活
が
出
来
な
く
て
 

わ
駄
目
で
す
。
 

月
に
一
回
位
は
仕
事
を
休
み
、
家
内
揃
っ
 

て
映
画
見
に
行
け
る
様
な
経
済
的
の
ゆ
と
 

り
を
持
ち
た
い
の
で
す
。
 

私
は
農
業
協
同
組
合
長
と
し
て
方
城
村
農
 

民
の
経
済
を
預
か
っ
て
居
る
の
で
す
が
、
 

農
民
が
農
協
巻
理
解
し
利
用
し
て
行
け
ば
 

此
の
問
題
わ
容
易
に
解
消
声
れ
て
行
く
事
 

充
分
な
潅
既
施
設
が
必
要
だ
が
、
加
州
に
 

は
大
小
一
干
余
り
の
ダ
ム
が
有
り
大
き
い
 

の
は
囲
り
が
十
余
里
も
あ
る
の
が
有
り
、
 

世
界
で
一
一
、
三
番
の
が
あ
る
。
そ
の
ダ
ム
 

の
水
は
雪
隔
け
の
水
禍
を
防
ぎ
、
発
電
を
 

し
、
農
産
物
を
潤
す
。
そ
の
水
路
は
延
大
 

八
百
里
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
外
、
井
一
月
 

水
を
利
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
大
体
 

二
百
尺
か
ら
五
百
尺
位
の
深
さ
か
ら
ボ
ン
 

ブ
で
揚
水
し
て
、
三
十
町
歩
位
を
潅
既
す
 

る
事
が
出
来
て
、
そ
の
水
量
の
大
き
い
の
 

に
驚
く
、
斯
う
言
う
の
が
カ
リ
フ
オ
ル
」
 

ヤ
州
の
概
略
で
あ
る
。
次
号
で
は
旅
行
中
 

の
模
様
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
ょ
う
。
 

に
告
ぐ
 

岩
 

崎
 

石
 

三
 

と
思
い
ま
す
。
 

御
承
知
の
通
り
農
協
の
事
業
は
三
つ
よ
り
 

成
り
、
指
導
事
業
、
金
融
事
業
、
販
購
買
 

事
業
等
で
す
が
、
吾
が
方
城
農
協
と
し
て
 

わ
、
指
導
部
は
役
場
に
置
き
、
食
糧
増
産
 

や
改
善
発
達
の
指
導
を
画
り
て
居
り
、
金
 

融
事
業
は
農
民
各
位
の
御
協
力
に
拠
り
、
 

郡
下
十
七
農
協
の
内
第
三
位
に
な
り
、
県
 

下
三
百
四
拾
農
協
の
内
に
て
も
成
績
の
良
 

い
方
で
す
。
二
月
末
の
貯
金
残
も
四
千
五
 

百
万
円
を
越
え
ま
し
た
。
こ
れ
わ
農
民
の
 

皆
さ
ん
が
農
協
を
理
解
と
御
認
識
の
賜
と
 

厚
く
・
‘
、
感
謝
す
る
次
第
で
す
，
併
し
未
 

だ
ノ
、
、
目
標
額
五
千
万
円
に
わ
達
し
て
居
 

り
ま
せ
ん
。
 

支
部
の
調
査
に
よ
り
ま
T
と
郡
下
に
於
て
 

方
城
農
民
ほ
ど
財
源
を
持
っ
て
居
る
農
民
 

は
他
に
無
い
そ
う
で
す
。
現
に
炭
坑
の
鉱
 

害
、
米
、
麦
減
収
補
償
も
約
四
千
万
円
位
 

を
、
私
が
一
括
し
て
受
取
り
分
配
し
て
居
 

り
、
販
売
代
金
（
供
出
米
、
麦
）
も
一
子
 

)
 

万
円
も
支
払
っ
て
居
り
ま
す
。
 

「
腰
も
積
れ
ば
山
と
成
り
、
」
百
万
の
冨
 

も
壱
銭
か
ら
と
申
し
ま
す
が
、
こ
の
金
の
 

一
割
は
是
非
貯
金
に
天
引
で
残
し
て
貰
う
 

様
に
御
願
い
致
し
た
い
の
で
す
。
 

農
民
全
部
の
貯
蓄
心
が
集
れ
ば
六
千
万
の
 

貯
金
も
司
能
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
米
だ
 

金
田
の
銀
行
や
郵
便
局
に
貯
金
し
て
居
る
 

農
民
が
少
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
御
承
知
 

の
如
く
銀
行
の
貯
金
は
商
人
が
使
い
、
郵
 

便
局
の
貯
金
は
国
家
が
使
う
の
で
す
。
 

農
協
の
貯
金
こ
そ
、
農
民
が
何
時
で
も
使
 

え
る
の
で
す
か
ら
、
農
民
の
貯
金
は
是
非
 

ノ
、
、
農
協
に
一
糸
乱
れ
ず
し
て
貰
い
た
い
 

の
で
す
．
 

幸
い
方
城
村
は
村
当
局
の
非
常
な
る
理
解
 

と
村
民
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
各
部
 

落
毎
に
三
O
を
数
え
る
立
派
な
る
公
民
館
 

を
持
ち
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
に
わ
、
 

全
国
優
良
公
民
館
の
表
m
や
望
受
け
昨
年
は
 

県
下
優
良
村
の
表
m
子
を
さ
れ
、
文
化
方
城
 

に
な
っ
て
居
る
の
で
、
私
は
こ
の
公
民
館
 

事
業
の
一
部
に
貯
蓄
を
織
込
み
巡
回
講
座
 

の
際
に
、
奨
励
し
て
貰
い
た
い
の
で
す
、
 

勿
論
農
協
役
職
員
も
部
落
座
談
会
に
わ
廻
 

り
ま
す
。
 

今
の
社
会
は
金
が
無
く
て
わ
何
の
事
業
も
 

出
来
得
ま
せ
ん
。
子
供
の
教
育
も
農
民
の
 

生
活
改
善
向
上
も
、
納
税
成
績
も
皆
金
が
 

無
V
P
は
駄
目
で
す
．
 

昨
近
の
新
聞
の
報
ず
る
処
に
よ
り
ま
す
と
 

戦
後
の
農
民
の
生
活
水
準
は
（
七
）
に
対
 

し
、
都
会
が
（
三
〕
割
合
い
に
成
っ
て
い
 

た
の
が
、
現
在
で
わ
都
会
の
生
活
水
準
が
 

宍
）
に
対
し
、
農
村
が
困
）
の
割
に
 

成
っ
て
居
る
そ
う
で
す
。
其
の
原
因
は
昨
 

年
の
水
害
や
虫
害
に
よ
り
、
米
の
減
収
が
 

農
家
に
致
命
的
打
撃
を
与
え
た
の
と
、
農
 

産
物
の
統
制
徹
廃
に
よ
る
農
作
物
の
下
落
 

に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
尚
政
府
わ
 

ニ
ケ
年
後
位
に
わ
、
米
の
統
制
徹
廃
実
施
 

を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

そ
う
な
れ
ば
吾
大
農
民
経
済
は
増
大
不
安
 

が
増
大
す
る
ば
か
り
に
て
、
生
活
が
非
常
 

に
苦
し
く
な
る
事
と
思
い
ま
す
。
今
其
の
 

対
策
を
余
程
徹
底
的
に
襲
m
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

今
こ
そ
農
民
経
済
は
、
農
協
に
一
糸
乱
れ
 

す
団
結
せ
な
け
れ
ば
、
農
家
の
生
く
る
道
 

は
無
い
と
云
っ
て
過
言
で
な
い
畠
心
い
ま
 

す・。 皆
様
方
の
農
協
で
す
、
農
協
が
発
展
す
れ
 

ば
農
家
の
皆
さ
ん
も
色
大
の
面
か
ら
良
く
 

な
り
ま
す
。
 

万
城
農
協
も
昨
年
は
、
県
下
優
良
組
合
の
 

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
方
城
農
協
は
全
面
 

的
に
軌
道
に
乗
っ
て
居
る
の
で
す
．
私
達
 

役
職
員
一
同
は
一
体
と
な
り
、
農
協
推
進
 

の
た
め
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
今
後
壮
曾
 

大
様
方
の
御
指
導
と
御
鞭
難
、
御
協
力
の
 

程
を
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。
 

農
業
振
興
は
天
地
の
法
則
 

草

場

 

千
 

手
 

兼
 

吉
 

天
地
の
法
則
、
日
月
の
運
行
、
四
季
春
夏
 

秋
冬
、
実
に
広
大
無
変
の
大
宇
宙
で
あ
り
 

我
た
は
其
の
小
宇
宙
な
れ
ば
身
心
業
務
共
 

に
進
歩
、
進
展
、
向
上
、
改
善
で
な
く
て
 

わ
な
ら
ぬ
．
し
か
し
我
大
は
其
の
尊
い
「
 

お
し
く
み
」
に
答
え
て
居
る
で
あ
り
ま
し
 

き
っ
か
。
自
分
自
身
と
し
て
向
上
無
く
、
 

叉
家
庭
に
於
い
て
、
村
に
於
い
て
、
改
良
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改
善
す
ぺ
き
で
わ
あ
る
ま
い
か
。
v
命
来
務
 

に
於
い
て
数
十
届
諸
木
の
苗
や
、
稲
作
り
で
 

わ
あ
る
ま
い
か
、
其
の
皇
翁
』
慣
性
に
気
 

付
き
、
向
上
進
歩
を
辿
る
心
を
作
る
事
が
 

法
則
に
答
え
る
事
で
わ
あ
る
ま
い
か
。
 

一
、
人
を
作
り
 
二
、
士
を
作
り
 
三、 

稲
を
作
る
と
云
う
尊
い
一
「
量
が
あ
り
ま
す
 

実
に
其
の
通
り
と
思
い
ま
す
．
 

幸
に
し
て
左
の
通
り
昭
和
二
十
九
年
度
は
 

農
業
振
興
五
ケ
年
計
画
と
云
う
実
に
尊
い
 

計
画
が
勧
果
係
よ
り
出
さ
れ
、
四
月
よ
り
 

実
施
す
る
様
叫
撃
女
で
決
り
ま
し
た
．
村
民
 

の
皆
様
ど
う
ぞ
全
力
を
挙
げ
て
此
の
期
を
 

失
せ
す
、
農
業
振
興
に
精
進
さ
れ
、
大
法
 

に
答
え
ら
れ
ん
事
田
お
祈
り
致
し
ま
す
。
 

昭
和
ニ
十
九
年
度
事
業
計
昌
 

経
済
課
 

方
針
 

農
業
振
興
五
ケ
年
計
画
推
進
対
策
 

と
し
て
先
す
農
業
綜
合
調
査
を
実
施
し
 

本
村
に
適
す
る
諸
施
策
を
実
行
す
る
．
 

之
が
た
め
調
査
は
必
要
緊
急
事
項
に
、
 

止
め
、
少
く
も
後
期
よ
り
対
策
の
樹
立
 

並
に
実
行
に
移
行
い
レ
、
統
計
的
科
学
的
 

成
果
を
期
す
る
。
 

一
、
重
点
項
目
 

1
食
糧
増
産
 

2
有
畜
農
業
酪
農
経
営
の
推
進
 

3
県
行
造
林
奨
励
 

4
農
業
焚
口
調
査
 

一
】
、
事
業
項
「
日
 

1
農
芸
関
係
 

・
食
糧
増
産
好
策
（
農
業
経
済
安
定
）
 

2
畜
産
関
係
 

・
飼
育
管
理
改
善
 

・
有
畜
農
家
創
設
推
進
 

・
家
畜
健
康
縄
【
 

・
酪
農
経
営
推
進
 

3
林
業
関
係
 

・
県
行
造
林
奨
励
 

・
林
業
経
営
の
推
進
 

4
農
地
関
係
 

・
小
作
料
改
訂
事
業
 

・
農
業
綜
合
調
査
 

昨
年
の
凶
作
を
省
み
て
 

中
 

原
 

独
立
三
年
を
迎
え
て
の
初
春
、
気
を
新
に
 

し
て
一
歩
前
進
し
さ
っ
と
考
え
る
の
わ
、
 

私
だ
け
で
わ
な
い
と
信
じ
ま
す
．
 

蓮
酪
］
三
の
「
朋
魂
」
に
「
散
る
花
を
追
 

・
っ
な
、
出
る
月
を
待
て
」
と
あ
り
ま
す
が
 

思
い
出
多
い
昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
る
の
 

も
無
駄
で
も
あ
る
ま
い
・
畠
（
い
、
筆
を
と
 

り
皆
様
の
御
批
判
を
御
願
い
致
し
ま
す
。
 

昨
二
十
八
年
は
非
常
に
天
災
地
変
の
多
い
 

年
で
あ
り
ま
し
た
。
水
害
に
依
る
被
害
は
 

不
可
抗
力
と
し
て
、
一
応
う
な
ず
け
な
い
 

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
是
と
て
も
あ
る
程
 

度
人
の
力
に
依
っ
て
防
ぎ
得
る
事
も
あ
っ
 

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
の
稲
作
に
つ
 

い
て
わ
、
今
一
度
反
省
の
必
要
が
あ
り
わ
 

し
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
学
問
も
紫
 

養
も
な
い
私
が
、
兎
や
角
論
す
る
襲
ロ
で
 

一

 

わ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
体
験
し
た
失
敗
 

や
、
見
聞
し
た
馴
等
か
ら
思
い
廻
し
て
見
 

' 

末
 

松
 

栄
 

ま
す
と
、
栽
培
技
術
の
研
究
の
必
事
缶
感
 

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
あ
る
 

地
方
で
わ
投
機
的
の
稲
作
り
、
い
わ
ゆ
る
 

地
方
の
事
等
考
え
な
い
で
、
多
収
穫
を
夢
 

見
て
多
量
の
籍
素
を
施
用
し
た
人
が
、
ひ
 

ど
い
娯
虫
や
、
う
ん
か
の
盤
［
を
受
け
た
 

事
実
が
多
い
様
で
あ
り
ま
す
。
又
薬
剤
散
 

布
に
つ
い
て
も
散
布
の
時
期
、
其
の
都
度
 

の
量
等
の
知
誠
が
充
分
で
な
か
っ
た
事
も
 

事
実
で
あ
り
ま
し
た
．
ホ
リ
ド
ー
ル
の
散
 

布
に
し
ま
し
て
も
、
初
回
で
わ
非
常
に
効
 

果
を
認
め
な
が
ら
、
一
面
目
は
時
期
や
量
 

等
の
知
識
が
不
定
の
た
め
効
力
が
上
ら
な
 

か
っ
た
の
が
、
何
と
も
残
念
な
事
で
あ
り
 

ま
し
た
．
 

こ
、
で
私
は
、
先
決
問
題
と
し
て
我
蓋
m
 

で
、
出
直
す
事
が
本
当
だ
と
考
え
さ
せ
ら
 

え
ま
r
。 
「
お
l
b
乱（H
工
、
い
ら
つ
誓
生
 

11I
ーーー・‘'I
‘
ー
…
ー
‘
・
・
 

・
午
前
九
時
池
田
動
物
園
を
辞
し
岡
山
県
立
 

だ」

U
e
l
「
案
こ
そ
農
村
経
営
上
凡
い
ノ
「
 

部
門
に
大
き
な
障
壁
で
わ
な
い
で
し
ょ
う
 

か
。
今
年
こ
そ
わ
と
計
画
も
設
計
も
充
分
 

に
や
っ
て
い
ま
し
て
も
、
誰
が
昨
年
の
様
 

な
悲
惨
な
作
柄
の
二
の
舞
を
や
ら
な
い
と
 

の
自
信
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
．
断
じ
て
予
 

測
わ
出
来
ま
せ
ん
．
幸
い
、
村
当
局
に
技
 

術
員
や
改
良
普
及
員
が
居
ら
れ
る
事
で
す
 

か
ら
、
是
等
の
方
の
御
指
導
に
依
っ
て
、
 

今
ど
そ
古
い
殻
か
ら
脱
出
し
て
、
新
し
い
 

華
何
を
取
入
れ
る
時
で
わ
な
い
で
し
ょ
う
 

か
。
過
去
っ
た
事
を
云
う
者
わ
愚
の
骨
頂
 

だ
と
笑
わ
れ
「
来
年
の
事
を
云
え
ぱ
鬼
が
 

笑
う
」
と
申
し
ま
す
が
、
笑
わ
れ
な
が
ら
 

も
過
去
を
思
い
、
未
来
の
喜
を
考
え
つ
、
 

し
っ
か
り
と
大
地
に
足
を
着
け
、
や
が
て
 

自
分
も
ほ
、
笑
む
朋
る
い
農
村
建
般
に
努
 

力
す
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
皆
様
の
 

絶
大
の
御
指
導
と
御
引
廻
し
を
御
願
い
致
 

し
ま
す
。
 

先

進

地

視

察

 

去
る
三
月
一
日
か
ら
三
泊
四
日
組
合
役
員
 

で
先
進
産
地
た
る
岡
山
県
の
曇
A
実
態
を
 

つ
ぶ
さ
に
視
察
し
た
の
で
其
の
結
果
を
報
 

牛
じ
ま
し
ょ
」
っ
。
 

三
月
一
百
塑
ハ
時
十
分
岡
山
堅
萄
直
ち
に
 

池
田
産
業
動
物
園
え
行
く
、
場
長
池
田
隆
 

政
氏
に
面
接
此
処
で
は
動
物
園
と
し
て
の
 

形
態
を
備
え
、
外
に
鶏
二
百
羽
と
購
卵
場
 

の
設
備
が
あ
り
、
大
体
三
m
間
に
ニ
万
羽
 

を
購
卵
す
る
相
で
あ
る
．
池
田
氏
の
言
に
 

よ
れ
ば
、
養
鶏
は
将
来
は
一
代
雑
種
に
よ
 

り
正
変
配
が
良
い
と
の
事
で
あ
る
．
 

乳
牛
は
一
一
十
九
在
度
よ
り
、
ジ
ヤ
ー
ジ
1
 

種
を
米
国
よ
り
導
入
す
る
様
に
決
定
し
た
 

が
、
従
来
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
と
比
斡
レ
 

て
何
れ
が
得
か
は
疑
間
で
あ
る
由
。
役
牛
 

に
つ
い
て
は
岡
山
牛
の
産
地
と
し
て
の
名
 

声
を
持
続
す
る
為
、
県
に
於
て
優
良
牛
確
 

保
の
た
め
県
外
移
田
を
禁
じ
て
い
る
相
で
 

あ
る
。
 

此
れ
は
方
城
村
に
於
て
も
所
調
方
城
牛
の
 

産
地
と
し
て
の
名
声
を
拍
可
勺
た
め
に
は
 

ど
っ
し
て
も
優
良
牛
の
村
外
移
出
を
禁
じ
I
 

村
に
於
て
確
保
す
る
様
な
措
置
が
必
要
で
 

は
な
い
か
と
思
う
．
之
が
為
先
づ
村
に
於
 

て
も
村
自
体
優
良
な
種
牛
の
導
入
が
真
剣
 

こ
灸
対
七
一
1
る
軒
メ
投
b
君
ま
ン
八
。
 

方
城
村
園
芸
組
合
員
 

農
事
試
験
場
訪
問
、
此
処
に
は
元
福
岡
の
 

試
験
場
に
居
ら
れ
た
豊
岡
治
平
先
生
に
案
 

内
を
請
い
場
内
見
」
」
を
し
た
が
、
特
に
参
 

考
に
な
っ
た
事
は
 

1
麦
、
中
国
裸
五
号
阜
生
）
を
奨
励
レ
 

て
い
る
、
早
生
で
あ
る
の
で
防
寒
用
壁
 

に
使
用
す
る
便
が
あ
る
．
 

小
麦
五
二
号
は
六
一
号
よ
り
優
良
で
あ
 

る
と
の
事
で
あ
る
。
 

2
そ
菜
、
蕗
の
ビ
ニ
ー
ル
利
用
に
よ
る
促
 

成
栽
培
と
、
ニ
ラ
の
軟
化
栽
培
が
県
下
 

で
も
実
際
に
や
っ
て
い
る
由
で
相
当
な
 

、
収
穫
を
上
げ
て
い
る
相
で
あ
る
．
 

尚
当
試
験
場
よ
り
水
稲
、
旭
、
備
前
に
し
 

き
、
義
代
に
し
き
、
麦
、
中
国
裸
五
号
等
 

の
導
入
斡
旋
方
を
お
願
い
し
十
一
時
辞
去
 

先
生
の
紹
介
に
よ
り
同
市
西
河
原
の
篤
農
 

家
永
江
直
太
郎
氏
訪
問
葱
に
於
て
は
特
に
 

水
田
を
有
効
に
利
用
し
、
水
稲
の
適
井
茎
 

排
し
、
水
稲
二
年
、
そ
菜
三
年
作
付
し
、
 

温
床
用
床
エ
も
温
床
「
「
定
地
に
対
し
堆
肥
 

等
を
重
点
的
に
施
し
、
そ
の
ま
、
床
土
と
 

し
て
利
用
す
る
の
で
特
別
に
床
土
の
消
毒
 

は
し
な
い
相
で
あ
る
。
 

午
后
六
時
、
汽
車
に
て
津
山
市
え
劉
衝
一
 

泊
す
。
 

三
ョ
調
久
表
》
ル
た
牛
汀
ユ
本
』
叱
業
肝
紀
折
 

訪
間
、
所
長
久
宗
」
）
生
の
案
内
に
よ
り
 

見
学
を
な
す
．
 

先
生
自
ら
地
下
足
袋
に
て
練
習
生
二
名
と
 

共
に
農
業
に
従
事
し
て
い
る
実
態
を
見
て
 

我
大
と
し
て
は
大
半
視
祭
目
的
を
果
し
た
 

感
が
し
た
。
 

殊
に
研
究
所
の
名
が
示
す
様
に
、
v
体
的
 

合
理
的
経
営
を
現
実
に
見
て
、
先
生
が
理
 

想
と
す
る
循
環
式
経
営
が
合
理
性
を
帯
び
 

て
い
る
の
は
大
い
に
学
ぶ
ぺ
き
点
で
あ
ら
 

う
。
経
営
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

1
麦
、
万
共
一
号
、
新
一
号
を
移
植
し
、
 

実
収
士
」
俵
は
毎
年
収
穫
し
て
い
る
由
 

2
水
田
 

3
家
畜
、
乳
牛
二
頭
、
豚
二
頭
、
 

め
ん
羊
四
頭
（
自
家
用
）
 

鶏
二
百
羽
、
幼
鶏
六
百
羽
 

4
林
業
栗
一
町
歩
、
し
い
た
け
 

5
養
魚
、
う
な
ぎ
、
こ
い
 

以
上
の
経
営
実
態
で
あ
る
が
、
殊
に
考
へ
 

さ
せ
ら
れ
る
の
は
一
部
の
篤
農
家
の
み
が
 

此
の
様
な
経
営
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
 

附
近
の
農
家
が
之
を
見
習
っ
て
実
行
レ
て
 

い
る
の
が
特
長
で
あ
ら
う
。
又
県
全
体
が
 

曇
本
に
極
め
て
熱
心
で
あ
る
事
が
う
か
が
 

え
る
．
一
般
に
勤
労
意
慾
が
極
め
て
盛
ん
 

に
し
て
畑
、
山
林
等
の
手
入
れ
、
管
理
が
 

充
分
行
き
届
き
、
自
給
肥
料
に
殆
ん
ど
依
 

っ
て
い
る
様
で
あ
る
。
 

四
月
の
農
事
メ
モ
 

麦
、
肥
料
ー
彼
岸
過
ぎ
て
か
ら
愛
に
追
 

肥
す
る
と
よ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
に
い
る
 

が
、
麦
が
最
も
多
く
肥
料
を
必
要
と
す
る
 

の
は
幼
穂
形
成
か
ら
出
穂
ま
で
で
あ
る
の
 

で
、
出
穂
頃
ま
で
に
肥
料
不
定
の
た
め
葉
 

色
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
少
量
の
翼
N
反
 

当
硫
安
五
O
〇
匁
ー
一
葛
を
追
肥
す
る
 

管
理
I
田
穂
頃
か
ら
成
熟
期
に
か
け
て
 

降
雨
が
少
い
と
麦
が
枯
れ
熟
れ
に
な
る
か
 

ら
、
吃
巣
シ
ー
方
心
り
」
カ
佳
当
こ
致
7
ラ
・
 

行
っ
か
切
、
潅
水
の
便
の
ち
る
所
で
は
畦
 

，γ・十十・‘、‘ 
,
 

溝
に
夜
間
通
水
す
る
。
 

水
稲
、
種
ユ
清
毒
廿
田
川
地
区
に
は
近
 

年
、
馬
鹿
苗
病
の
発
生
が
多
く
な
り
つ
つ
 

あ
る
が
、
こ
れ
を
防
除
す
る
た
め
に
は
種
 

子
消
毒
以
外
に
な
い
の
で
、
イ
モ
チ
病
、
 

胡
麻
葉
枯
病
等
の
予
防
を
兼
ね
て
水
銀
製
 

剤
に
よ
る
共
同
消
毒
を
励
行
す
る
。
 

苗
代
廿
焼
籾
殻
撒
布
の
改
良
苗
代
を
励
 

行
す
る
。
坪
当
り
施
肥
量
は
健
苗
育
成
の
 

基
礎
で
あ
る
か
ら
空
尋
《
過
多
に
な
ら
な
い
 

よ
う
次
を
標
準
と
し
、
前
作
の
語
畿
を
 

考
慮
し
て
窯
）
【
を
加
減
す
る
。
 

坪
当
り
、
山
間
部
堆
肥
一
貫
、
硫
安
三
 

〇
匁
（
M
会
尿
素
一
四
匁
）
、
過
石
（
又
 

は
ト
ー
マ
ス
燐
肥
、
溶
成
燐
肥
）
三
〇
匁
 

塩
化
加
里
一
五
匁
、
 

中
間
、
平
坦
部
堆
肥
一
貫
、
硫
安
二
五
 

匁
（
竪
〈
一
二
匁
）
過
石
三
〇
匁
、
塩
化
 

加
里
一
五
匁
 

疏
菜
、
果
菜
類
の
定
植
I
本
村
に
於
け
 

る
果
菜
の
定
植
時
期
は
四
月
下
旬
に
ト
マ
 

ト
、
四
月
末
に
ナ
ス
、
五
月
上
旬
に
胡
瓜
 

を
標
準
と
す
る
。
 

肥
料
‘
反
当
元
肥
は
次
を
標
準
と
す
る
 

ト
マ
ト
、
硫
安
四
ー
七
貫
（
又
は
尿
素
一
一
 

ー
三
ぎ
過
石
（
又
は
ト
ー
マ
ス
燐
肥
、
 

熔
成
燐
肥
）
一
五
ー
二
O
貫
、
塩
化
加
里
 

一
〇
貫
，
 

胡
瓜
、
硫
安
七
ー
一
O
貫
（
尿
素
三
ー
 

四
葛
過
石
一
〇
ー
一
五
賞
、
塩
化
加
里
 

一
〇
貫
。
 

ナ
ス
、
硫
安
七
ー
一
O
貫
（
尿
素
三
ー
 

四
ぎ
過
石
一
五
ー
二
〇
貫
、
塩
化
加
里
 

一
〇
賞
。
 

馬
鈴
薯
の
管
理
I
追
肥
は
阜
目
に
撃
垂
才
 

一
寸
の
頃
第
一
回
、
五
ー
六
寸
の
頃
第
一
 

回
、
巌
後
の
追
肥
は
花
酬
の
見
え
始
め
た
 

頃
．
土
寄
は
五
ー
六
寸
の
頃
と
花
欝
の
見
 

え
始
め
た
頃
、
遅
く
な
っ
て
か
ら
馬
鈴
署
 

の
相
い
？
」
切
ら
な
い
が
よ
い
。
芽
掻
ぎ
は
早
 

目
に
種
ィ
モ
を
片
手
で
お
さ
え
乍
ら
ニ
ー
 

三
本
と
す
る
。
 

（
長
尾
普
及
」
己
 


